
様式２（指定管理者施設）

１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

３　利用状況 単位：人、％

19

93.0% 107.0% 102.3%

施設の性格上、
利用者数に目標
値を設定するこ
とは馴染まない
ことから定員を
目標値とする。

16 16

主な業務内容

名称
施設内容
利用状況等

平成23年度

施設名

所在地

管理方式

設置年月日
（改築年月日等）

韮崎市旭町上條南割3314-13

山梨県立あゆみの家 障害福祉課

平成19年1月1日

山梨県立あゆみの家設置及び管理条例

所管課

指定管理者（社会福祉法人蒼渓会、平成19年1月1日～）

設置根拠
（法律、条例等）

16

46

90.9%

40

18歳以上の知的障害者に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社
会参加を図ること。

施設内容：全室個室（10㎡）、１階（10部屋）2階（12部屋）（延べ床面積：646.09㎡）
【収納・ベッド・洗面台・エアコン・カーテン・バルコニー・冷蔵庫】
静養室・多機能室・娯楽室兼食堂・浴室・脱衣室・洗面室・洗濯室・トイレ・私物倉
庫・事務室・相談室・宿直室
利用定員：自立訓練（通所）22人・（夜間利用）20人、短期入所2人

平成25年度

18

近隣施設
山梨県立育精福祉センター成人寮：生活介護（105人）、施設入所支援（90人）、
短期入所(9人)

施設の性格上、
利用者数に目標
値を設定するこ
とは馴染まない
ことから定員を
目標値とする。

施設の性格上、
利用者数に目標
値を設定するこ
とは馴染まない
ことから定員を
目標値とする。

18

平成26年度
（目標値）

44 44 44 44

設置目的

目標値利
用
者
数
目標値設定の考え方

主な施設内容
（定員等）

自立訓練（夜間）

施設の性格上、
利用者数に目標
値を設定するこ
とは馴染まない
ことから定員を
目標値とする。

43

100.0%

97.7% 104.5%

利用者数合計

対23年度比

自立訓練（通所）

短期入所

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成25年度事業分）

稼働率

①施設及び設備器具の維持保全に関する業務
②利用者に対するサービス業務（自立訓練（生活訓練）、短期入所）
③その他知事が必要と認める業務

平成24年度

8 6 12



４　収支状況 単位：円、％

５　利用者満足度

単位：％

402,805

5,200,000

利用者の意見
への対応

0.4% 19.0%

3.9%

実施方法等

12.6%

不満足・
不十分

59,288,257

0

実施時期：平成25年6月・25年12月・26年3月
実施方法：利用者へのアンケート
回 答 数 ：延べ58人

0.0%

不明・
わからない

満足・十分

12.2%

14.3%

調査項目

8.0% 0.8%

75.0% 3.6% 7.1%

利用者の意見

3.2%

91.2%

82.2% 9.6%

④相談・対応

②入浴

87.4%

77.4%

0

0

36,320,000 42,442,670 36,666,000

560,000

△ 61,566

普通・
どちらでもない

0

0

481,985

0.6%

0 0

6.1%

1.5% 1.1%

11,500,505

205,000

・部屋でインターネット接続ができない。
・朝、シャワーを利用できない。
・ウォーキングの日数を増やして欲しい。
・家族以外も部屋で面会できるようにしてもらいたい。

平成26年度
（計画値）

40,375,166

5,833,000

30,833,000

36,320,000 42,381,104

102,000 2,005,938 1,166,000

36,666,000

35,500,000

0

36,218,000

0

29,407,758

0

平成24年度

0

0

30,942,165

平成25年度
（実績値）

0

31,120,000

47,837,236

88,469,712

県への納付金

管理運営費

（うち外部委託費）（B)

その他
収
入

支
出

88,696,015

0

外部委託比率（B÷C）

利用者一人当りの経費

①部屋の居住性・施設環境

③自立訓練の支援

収入合計（A）

支出合計（C）

施設利用料

指定管理者委託料

収支差額（A－C）

40,632,476

平成25年度
（計画値）

人件費

△ 226,303

⑤全体の満足度 80.1% 11.4% 3.6% 0.0%

・居室へのインターネットの契約は出来ないため、担当職員が携帯WｉFiの相談に
のるようにした。
・朝のシャワー浴ができる時間帯を職員間で検討したところ、朝食後からプログラム
開始時間までの１時間半しかなく、何人もの利用者が希望した場合のことを考える
と実現することは難しい旨を説明し、納得してもらえた。ただし、外出時には朝の
シャワー利用を許可している。
・全体ミーティングで、個別プログラムについて検討している旨を説明した。（新年
度より実施予定）
・部屋に家族以外も面会できるようにしてほしい。

7.9%各項目の平均

0.5%



６　評価結果

維持管理業務

事業報告書及び現地確認の結果、適正
に実施されている。今後も引き続き利用
者個々の特性に鑑みた個別支援計画を
策定し、質の高いサービスの提供に努
力されたい。

施設所管課の評価指定管理者の自己評価

事業計画書に基づき、適正に業務を執
行した。

利用状況

運営業務

自主事業

保守点検を励行し修繕箇所は出来るだ
け早期に確認・対応している。法令、業
務仕様書等に基づき、適正に業務を執
行した。

各サービス事業の年間利用実績は以下
のとおりであり、概ね計画どおり執行出
来た。
・自立訓練　　　　81.8％
・自立訓練を利用するものにつき、主とし
て夜間において便宜を供与する業務
80％
・短期入所年間利用延べ日数　468日

業務仕様書、業務計画書どおり適正に
実施されている。

施設所管課の
指導事項に対す
る指定管理者の
対応状況

①今後においても条例、協定に基づき適正な執行を行うよう努力する。
②今後においても経費削減に努力する。
③昨年度に引き続き、協力医療機関以外の県内精神科医療機関への働きかけを
強化するとともに、市町村や保健所等との連携を深め、支援を必要とする利用者
の把握に努めていくが、昨年度の状況から利用者増を見込むのは困難な状況で
あるため、抜本的な改善策も含めて、今後の対応について県と協議をしていく。

該当なし

①施設管理・運営業務等について、条例、協定等に基づき適正に履行した。
②経費削減に努めている。
③利用者数が定員を下回っているサービスについて、引き続き関係機関と密接な
連携を図り、利用者の確保に努めるとともに、長期入院の減少傾向も踏まえた改
善策を検討すること。

適切な支援が出来た。

収支状況

該当なし

支出を節減し効率的な運営を行うよう努
力した。

コスト削減により、効率的な運営・管理が
行われた。引き続き同様の経営が実現
できるよう努力されたい。

満足度の平均値は前回から全体的にポ
イントが高くなっており、努力の様子が伺
える。満足度が伸びない項目について
は、利用者ニーズを正確に捉えたうえ
で、個々のニーズに即した日常生活、社
会活動の支援を行ない、地域での自立
した生活を実現させるために必要な訓
練及びプログラムの充実を図ること。

個別支援計画に沿ったサービスを提供するとともに、定期的な評価・アセスメントを
実施することで、利用者ニーズに合った質の高いサービスを適時に提供できた。
個々の利用者の状況を把握し、必要に応じた支援を行なうことにより、利用者の生
活の質を向上させることができた。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

運営目標の達
成状況

ホームページの活用や施設利用のＰＲ
に努めているが、自立訓練利用者数の
減少が見込まれることから、利用者確保
について引き続き努力されたい。

利用者満足度



７　管理体制（組織図）

1人

1人

3人

5人

10人

栄養士（臨） 1

合計

一般職員

臨時職員

サービス管理責任者

管理者

生活支援員
（臨）

1

管理者 1

サービス管
理責任者

1

生活支援員 3
宿直職員
（臨）

3


